
レッドデータブック（レッドリスト）は、絶滅の恐れのある野生動植物の種のリストです。兵庫県では、他県に先駆けて
1995 年に策定され、2003 年に全体、2012 年に昆虫類の改訂が行われました。2022 年度に昆虫類の改訂が 10年ぶりに行われ
る予定です。
絶滅の恐れがあるかどうかを知るためには、どんな虫が、今、どこに、どのくらい、いるのかを知ることが必要です。そのため、
多くの人に、いろんな虫を、みつけてほしいです。でも、すべての虫を調べることはできないので、みつけてほしい虫を決めま
した。対象の虫をみつけると、「MMポイント」がたまります。ポイントをいっぱい集めた人には、「昆虫調査員賞」があるよ！ 
　（MMは、むし みっけ の意味です）

キバネツノトンボ サカハチチョウ ハルゼミ ヨツボシトンボ

シロスジコガネ

キハダカノコ コカブトムシ オニヤンマ シマゲンゴロウ ハンミョウ

ヒゲコガネ トモンハナバチ ミズカマキリ ナベブタムシ ミイデラゴミムシ

オキナワルリチラシ クツワムシ ルリモンハナバチ カトリヤンマ トゲナナフシ

スジグロシロチョウ ヒョウモンチョウ類 アカスジキンカメムシ キイトトンボ

ウバタマムシ

このむし、みつけたら、おしえてね
みんなも、昆虫調査員！

兵庫県版レッドデータブックの改訂にあたり、情報収集をしています

とくに、みつけてほしい、「気になる」虫たち

兵庫県内で みつけたら、写真を撮って、ここから送信してね！

主催：NPO法人こどもとむしの会　協力：佐用町昆虫館・兵庫県立人と自然の博物館・環境科学大阪 株式会社

情報募集対象の虫は、ほかにもあります。くわしくは、ホームページをごらんください。
情報募集は、2022年 4月 30日までです。


